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講義概要 
本講義では、著作権法及び個人情報保護法を中心に、図書館をめぐる様々な法的問題を講義す

る。図書館は、文化と学術の拠点となる社会的機関であり、教育・研究活動を支える重要な存在

である。また、貴重資料の蓄積保存を行うという役割も担っている。こうした図書館における情

報の取扱いは、「知る権利」、学問の自由、教育を受ける権利(学習権)、参政権といった憲法上の
諸権利や、著作権、プライバシー権や個人情報保護法など、実に多岐にわたる法制度と関連する

ことから、図書館業務に従事する際には、いかなる法的問題が存在するかを認識し、その解決策

を考えることが肝要である。あわせて、図書館サービスを提供することに伴う各種トラブルへの

対処法も理解しておく必要がある。 
このように、図書館をめぐる法的問題は多岐にわたるが、「図書館と法」では、実務的に問題

となることの多い著作物及び個人情報の取り扱い方を中心に、次の構成にて講義を進めることと

する。 
 
講義の構成 
1 著作権法の基礎知識 

(1) 知的財産権の分類 
(2) 著作権法の目的 
(3) 著作権法の分類 
(4) 著作物 
(5) 著作権 
(6) 著作者人格権 
(7) 自由利用 
(8) 保護期間 
(9) 違反の効果(民事・刑事) 
(10) 平成 21年改正法 
(11) 平成 24年改正法案 

 
まず最初に、著作権法の概要を講義する。ここでは、「図書館等における複製」(第 31 条)の要
件及び同条に関して争いになった多摩市立図書館事件(東京地判平成 7年 4月 28日、東京高判平
成 7年 11月 8日、最判平成 9年 1月 23日)にウエイトを置きつつ説明を加えるとともに、平成

188　図書館と法



 2 

21年改正法、及び、平成 24年改正法案にも言及する。 
 
2 著作権に関する個別問題 
図書館サービスで最も問題となるのは、著作権法に基づく対応である。これについては、例え

ば、次のような個別問題が存在する(著作権情報センター ケーススタディシリーズ第 3集「図書
館と著作権」(http://www.cric.or.jp/qa/cs03/cs03.html)、黒澤節男『Q&A 図書館の著作権基礎知
識』(太田出版、第 3版、2011年)。 
 
Q1 どのような図書館でも権利者に無断で複写サービスができるのでしょうか。 
Q2 コイン式複写機を用いて複写サービスを行うことに問題はありますか。 
Q3 著作権法第 30条の「私的使用のための複製」の規定により、図書館内においてもコイン式

複写機で全文の複写ができると聞きましたが、そうなのでしょうか。 
Q4 複写サービスができる「著作物の一部分」とはどの範囲でしょうか。 
Q5 定期刊行物に関する「発行後相当期間」とはどの程度と考えたらよいのでしょうか。 
Q6 自館にない資料について利用者から複写請求があったので資料を所蔵している他の図書館

に文献の複写依頼をして対応したいのですが、よろしいでしょうか。 
Q7 ビデオソフトを図書館の外に貸出してもかまいませんか。音楽CDの貸出とは違うのでしょ

うか。 
Q8 最近、図書館の雑誌の付録にCD-ROMやフロッピーがついている場合がありますが、館外

貸出をしてもかまいませんか。 
Q9 市立の図書館で子どもたちに対してお話会（朗読サービス）を、視覚障害者に対して録音サ

ービスをしようと考えています。 
Q10 デジタルカメラや携帯電話を使って資料を撮影する利用者がいますが、図書館としてはど

う対応したらいいのでしょうか？ 
Q11 当館では、「図書館だより」に絵本や本の表紙を写真に撮り、毎月新着図書の紹介として載

せ、また、その図書館だよりをそのままホームページにも載せておりますがよろしいでし

ょうか？ 
Q12 大学図書館では、「機関リポジトリ」を開設して当該大学の研究者の研究成果物を図書館の

ホームページに登録し、世界に情報発信することが数年前より行われていますが、著作権

的に留意すべきことは何ですか？ 
Q13 国立国会図書館の「納本制度」とは何ですか。所蔵資料の電子複製化に関する著作権法の

改正内容はどのようなものですか。 
 
これらのほかにも、絵本を大型紙芝居化や立体化、図書館におけるインターネット情報の利用、

利用者複製に対する図書館の責任、図書館におけるビデオ上映等の問題もある。ここでは、具体

的事例を解説しながら、個別問題への対応を検討する。 
 

図書館と法　189



 3 

3 個人情報保護法の基礎知識 
(1) プライバシー権と個人情報保護法 
(2) 個人情報の保護に関する法律 
(3) 行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律 
(4) 独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律 
 
個人情報保護については、関連する 5つの法律が、2003年 5月 23日にまとめて制定された。 
そのうちの主な法律は、民間事業者に適用される「個人情報の保護に関する法律」、行政機関

に適用される「行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律」、独立行政法人等に適用される

「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律」である。また、地方公共団体の設置

する組織には、それぞれの個人情報保護条例が適用される。ここでは、3 つの法律の概要を説明
する(自治体の条例は個別に制定されているため、本講義では割愛する)。説明の際には、目的、
主な定義、個人情報等の取扱いに関する主な義務、開示、訂正、利用停止等の各制度、例外、罰

則を取り上げる予定である。 
また、プライバシー権は、個人情報保護法制を語る上で欠かせない概念である。歴史的には、

プライバシー権が発展して個人情報保護法制への実現に至っているが、両者は同一の概念ではな

い。そこで、個人情報保護法制の解説に入る前提として、前記(1)においてプライバシー権との概
念整理を行う。 
 
4 図書館サービスと個人情報保護法 
前述のとおり、個人情報保護法制については、設置母体ごとに適用法令を異にする点に 1つの
特徴がある。図書館についても、そもそも個人情報保護法の適用されない図書館があるほか、適

用される場合であっても、当該設置母体に適用される法令が何であるかを確認した上で法令遵守

に取り組むことが求められる。 
また、図書館が扱う情報には、利用者情報、利用情報(記録)、個人情報関係資料、図書館職員
等の個人情報、書誌情報があり、それぞれに法令に則った取り扱いが求められるものの、個人情

報関係資料は、法令の適用対象外となる場合がある。この点を踏まえつつ、各種情報を取得、利

用、提供、管理する過程で取るべき法的対策を整理し、解説する。あわせて、昨今疑義をもたら

した武雄市立図書館による指定管理者問題、その他、個人に関する情報の開示等の求め(請求)を
受けた場合における対応等も取り上げる。 
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